
課　題
系統制約やFIT価格の低下など事業環境が厳しくなる中で新たなスキーム
での事業化を模索し、挑戦を続けるご当地エネルギー事業の支援と協働。

目　標
①�電力分野、温熱分野におけるご当地エネルギーの普及拡大のための仕組
みづくり
②国内外ご当地エネルギーの相互協働ネットワークの育成・拡大

活動内容と成果
ソーラーシェアリング事業を全国で展開していくために、熊本・福島等で説
明会を開催したほか、地域循環共生圏を広げていくことを目的とするセミ
ナーを宝塚で開催し、実際に宝塚市西谷地区のソーラーシェアリングの取
組みを視察した。また、ご当地エネルギーを担う若手の育成のため、「ご当地
エネルギー・インターンプログラム」を実施し、ご当地エネルギーへのより
深い理解と参加を促すとともに、派遣地域や団体との協力体制を深めた。ア
フリカでの地域エネルギー開発支援においては、マリでのソーラーシェア
リング事業を支援中である。

全国各地のご当地エネルギー拡大に向け、自己資金不要の事業モデル
を創出し、当協会自ら水俣市にリース事業で太陽光を設置、他地域に横
展開した。全国７地域でソーラーシェアリング事業の立ち上げを支援
したほか、2018年には「第２回世界ご当地エネルギー会議」(マリ・バ
マコ)を共催し、アフリカ未電化地域でのソーラーシェアリングのパイ
ロット事業にも取り組み、国内外のネットワークも深めることができ
た。�

全助成期間の活動を振り返って

（一社）　全国ご当地エネルギー協会

全国ご当地エネルギーによる参加型温暖化
対策の仕組みづくり・協働・実装

第２回世界ご当地エネルギー会議（マリ）

ご当地エネルギー・インターン　静岡にて

宝塚市西谷地区のソーラーシェアリング視察

ご当地電力証明書の
発行数 2 件
営農型発電検討団体と
の意見交換 5 件
今年度計画の達成度 60 ％
目標達成度 70 ％

苦労した点と工夫した点

■苦労した点
「ご当地エネルギー・インターンプ
ログラム」を実施するにあたり、イン
ターンの希望と受け入れ先のニーズ
のマッチングに苦心した。

■工夫した点
インターンへ事前に取組み内容の希
望を調査し、受け入れ団体に対して
は丁寧にコミュニケーションを取る
ことにより、双方にとって意義のあ
る研修になるよう工夫した。

ご当地エネルギー地産地消のための仕組みづくりとして、次年度はソーラーシェアリング事業や太陽光・蓄電池の第3者所有モデル、地域バイオ
マス熱利用などを組み合わせた、FIT後における地産地消型のご当地新電力の立ち上げを検討する。引き続き国内外のネットワーク拡大を行うと
ともに、担い手候補を育成する「ご当地エネルギー・インターンプログラム」を実施し、ご当地エネルギーを次世代へつなぎ、発展させてゆく。

今後の
展望
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